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経済統計の体系化が， 1960年代後半，国民勘定体系（asystem of national 

accounts，略称，新 SNA）〔11）によって完成された。それを受けてわが国

でも1970年以来，経済企画庁を中心として，従来の国民勘定体系から，新SN 

Aへの改訂作業が鋭意すすめられてきたが，それは， 1978年8月に終了した。

乙の経済統計の体系化に伴い， 今まで比較的不整備であった社会0 ・人口統計

ならびに，環境統計の体系化に関心が払われるようになった。それが，社会・

人口統計体系（systemof social and demographic statistics，略称SSD 

S）と環境統計体系（systemof environmental statistics，略称SES）の

開発である。

1970年，ストーン〔10〕により，人口のストックとフローに関する情報を，

後述する四つの生活推移の観点からとらえるフレームワークが提示された。ま

た，同年の10月，ジュネーブで聞かれた第16回国連統計委員会に提出された報

告書〔12〕によって，社会・人口統計体系化のためのガイドラインが示され，
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さらに， 1975年4月には， 第四回統計委員会の資料を基礎に，『社会・人口統

計体系を目指して』〔13）が国連から公刊された。そこでは，体系の構造，デ

ータの収集，社会指標，マルコフ連鎖に基づ、いた人口モデノレおよび時間配分の

説明がなされている。第20回統計委員会では，コンピューターの発展を基礎に

して，データのタイプ，データベースおよびデータの情報源について議論がな

されている。 1981年1月の第21回統計委員会まで，都合6回の委員会が聞かれ

ているの。

本稿の目的は，人口統計会計の構造を検討し， その応用例を示すことであ

る。現在，性，年齢，死亡，出産等に関する多くの人口統計が作成されている

が，それらは，用語の相違や，調査日時の不一致などのために，互いに関連性

のないものとして示されている。すなわち，これらの統計を統合的かっ体系的

に記述するフレームワークは，今までのところ存在しでいないのである。人口

に関する様々な情報を，勘定を用いて，会計的に記録するフレームワークを提

供しようとするものが人口統計会計である。つまり， ある 1勘定期聞におけ

る，当該国への流入人口と，そ乙からの流出人口は等しいという会計的恒等関

係を基礎にして，人口統計行列が作成される。乙の人口は，年齢，性等の特徴

に応じて，さらに再分割される。その際，人口は，第1節で述べられる四つの

生活推移の観点からとらえられる。

人口統計体系は，新SN Aの補完体系として開発がもくろまれているので，

これから切り離しては論じられない。新SN Aが実物的ストックとフローなら

びに金融的ストックとフローの統合，記述をもくろむものであるのに対して，

人口統計体系は，人的ストックとフローの統合，記述をめざすものである。こ

のような統合体系が開発されれば，用語の定義やデータの収集期日の首尾一貫

性が保証され，その直接的比較が可能になる。また，統計の作成順序や情報の

収集順序が明らかになる。

第1節では， 4つの生活推移が説明される。第2節では，人口統計行列のフ

レームワークが提示され，それを基礎にして人口統計モデノレが作成される。乙

れは， 産業連関表に基づく産業連関モデノレに対応するものである。第3節で

は，第1節で述べた生活推移の1つである学習推移に焦点をあてて，簡単な人
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口統計行列の作成を試みる。

〔注〕 1）社会統計とは，人口，保健，栄養，住居．教育，労働条件および雇用に関

する統計である。

2）国連統計委員会の報告書に基づく SSD Sの議論の推移については〔1〕

参照。

記号表

V：出生者および転入者行ベクト jレ

肩文字＇ Cプライム〉は，行列ならびにベクトノレの転置を示す。

d ：死亡者および転出者列ベクトノレ

p ：人口フロー列ベクトノレ

会：ベクトノレpの成分を対角線上にならべた対角行列

S ：生存者行列

i行j列成分 Siiは，今期から来期にかけて， i部Fうから j部門へ流出す

る人口を示す。

A ：時間に関するラグ演算子

たとえば， pを今年の人口フローベクトノレとすると， A" pは， T期後の

人口フローベクトノレを，また• A-.,. pは， T期前の人口フローベクトノレを

表示する。

c：推移確率行列
m ：毎年必要な教育経費列ベクトノレ

k ：現在から将来にわたって必要とされる総教育経費列ベクトノレ

G ：流入係数行列

1：現在の状態が終了するまでに要した総教育経費列ベクトノレ

玄：産出高列ベクトノレ

A ：投入係数行列

f ：最終需要列ベクトノレ

語：生産物価格列ベクトノレ

v：付加価値列ベクトノレ

i：成分がすべてlの例ベクトノレ

I：単位行列

第1節生活推移

1個人または1集団の生活における，ある 1断面の時間的変化を生活推移と

呼ぶことにする。個人あるいは集団は，時間とともに変化する多くの特徴をも
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っている。それらを，時聞に関する規則性の観点から見てみよう。

①時聞に関して完全に規則的に変化する特徴としては，年齢，勤続年数があげ

られる。

②年齢ほどではないが，かなり規則的に変化する特徴としては，学年，教育の

達成程度（高等学校終了，大学終了等〉および就業上の地位等があげられる。

③時間の経過に関して不規則に変化する特徴としては，職業，住所，家族の大

きさ，健康状態等がある。

④時間が経過しでも，ほとんど、変わらない個人的特徴としては，性別，生年月

日等がある。家族的特徴としては，人種，民族，言語，国籍等をあげることが

できる。

上にあげたそれぞれの特徴が1つの推移をなしているわけである。住所：を例

にとると，生まれてから18才までは九州， 19～21才は大阪， 22才～は東京，

…に住所をもっ，これが，住所に関する推移である。「九州在住」，「大阪在

住J，「東京在住」が，それぞれ住所の推移における 1つの状態を示すものであ

る。このように， 1個人は，推移の中では必ず，ある特徴の分類の1つ，すな

わち，状態に籍をおき，かつ，同時に 2つ以上の状態に属することはできない

と仮定されている。

生活推移の特徴の 1っとして年齢をあげたが， ここで年齢を定義する 1）。 1 

勘定期間を， 1980年1月1日～12月31日と定めると， 12月31日の時点における

満年齢を当勘定期間の年齢と定義する。具体例をいくつかあげてみよう。 1960

年10月1日生まれの人は， 1980年12月31日の時点では， 20才であるので，当勘

定期聞における年齢は， 20才となる。 1900年10月1日生まれの人が， 1980年6

月1日に死亡すると，従来の死亡統計では， 79才死亡と記録されるが，当勘定

期聞におけるこの人の年齢は， 80才であるから，ここでは， 80才死亡と記録さ

れる。次に，雇用統計の例をあげる。 1960年5月1日生まれの人が， 1980年4

月1日にある職場に採用されると仮定する。雇用統計では， 19才で採用と記録

されるが，ここの定義に従うと， 20才で雇用されることになる。このように，

死亡統計や雇用統計の年齢の定義とここで用いられている定義は異なるもので

ある。よって，これらの統計の数値を利用する場合には，それを修正して用い
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ねばならないの。

上に，いろいろな個人的特徴の推移の例をあげてきたが，通常， 4つの局面

に関する生活推移がとりあげられるので，それを簡単に説明する。

①活動推移

付）学習推移3)

乙の推移は， 1個人または1グノレーフ。の学習活動を時間の経過に関して追跡

するものである。具体例をあげると， 3才で保育園入園， 5才で幼稚園入国，

7才で小学校入学， 13才で中学校入学， 16才で高等専門学校入学， 21才で卒業

という過程である。この場合， 0～2才までと， 22才以降は，学習面からみる

と，非活動推移に属す。上の例では，通学する教育機関のタイプ別にこの学習

推移を分類したが，ほかの追加的分類項目としては，専攻科目，奨学金の支給

を受けているか否か，取得資格，留年の有無等があげられる。

（ロ）稼得推移

この推移は， 1個人または1グループのさまざまな稼得活動の経歴を時間の

経過に関して追跡するものである。乙の推移の特徴の1つである稼得活動機関

を定義する際にも，学習推移の場合と同様に，境界問題が生じてくるが，これ

は，新SNA における生産境界概念を参照すると便利であろう。この推移の特

徴的分類は，雇用産業，職業，就業上の地位，勤続年数等があげられる。

②受動推移

この推移は， 1個人または 1グループがどのような社会・経済クツレーフ。に属

しているかを時間の経過に関して追跡するものである。受動推移の基本的分類

は，家計別分類である。家計は，大別して，自然的家計と制度的家計の 2つに

分類される。自然的家計は，家族の乙とである。大多数の人が，この自然的家

計で，生涯の多くの期間を過ごす。この家計の特徴的分類としては，大きさ，

構成，社会階級，所得，人種，宗教，住宅の状況，所在地等があげられる。制

度的家計とは孤児院，療養所，刑務所，老人ホーム等のことである。

③保健・医療推移

この推移は， 1個人または 1クツレーフ。の健康状態，治療およびその後の回復

程度を時間の経過に関して追跡するものである。この推移の特徴的分類は，健
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康状態，病気，治療，回復の程度，医者，医療施設等があげられる。

④非行推移

この推移は，非行を導く行動，非行，更生に関して， 1個人または 1クVレー

プを時間の経過に関して追跡するものである。非行には，駐車違反のような軽

度のものから，殺人のような重罪まで多岐にわたる。この推移の特徴的分類

は，違反，違反の重さ，違反者の処理，更生，違反と違反者を扱う諸機関等で

ある。

最後に，各推移聞の相互関係について触れてみる。学習推移と受動推移の関

係を例にとる。富裕な家族出身の子どものほうが，貧しい家で育った子どもよ

り，大学進学率が高いという一般的傾向からわかるように，家族的背景が，教

育的熱情や成績の決定要因の一因となっている。このことを調べるためには，

家族的背景のいくつかの特徴を，学習推移に導入することが必要である。

〔注〕 1）他の特徴も，年齢と同様に定義する乙とができる。

2）具体的な例については，第3節を参照。

3）乙の推移を展開するに際して，教育境界（educational boundary 〉の問

題が生ずる。すなわち学習推移における活動部門（教育機関〉の範囲をどの

ように決定するのかという問題である。これは，経済学における「生産境界

の問題（productionboundary problem) J に対応するものである。教育

機関の範囲は，小・中・高等学校，大学，各種学校，塾から家庭教師にいた

るまで多岐にわたるものである。さらに，今日では，音楽，スポーツ，語学

等の個人教授をうけたり，塾に通う人の数は， ますますふえる傾向にある。

また余暇を利用して，各種の文化サークノレ等が提供する学習サービス （英会

話，書道，絵画，スポーツ等）を享受する人も少なくない。 しかし，現在，

乙れらの教育機関の統計資料が， どの程度まで収集されているかを考慮にい

れると，乙乙では，その範囲を，統計資料が整備されている教育機関に限定

したほうが良いように思われる。

第 2節人口統計モデル

〔a) 人口統計行列のフレームワーク

人口統計勘定は，当勘定期聞における当該国の時間と空聞に関する流入人口

と流出人口の恒等関係に基づいて作成される。流入人口は，前勘定期間からの
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生存者，すなわち時間に関するフローと，出生者および転入者，すなわち空聞

に閲するフローの 2つから成る。同様に流出人口は，次の勘定期間への生存

者，すなわち時聞に関するフローと死亡者および転出者，すなわち空聞に関す

るフローの2つから成る。乙こでは，人口統計行列を作成する手順として，人

口を年帥別に分割し，それを活動別に分類する。

人口統計行列のひな形を表2-1で示す。この表を説明するために，人口統

計行列の記入方法を，家庭と学校の2部門の例をあげて説明する。以下， 4つ

の場合が図2-1に示しである。

① ＠：（去年，家庭）→（今年，家庭〉→（来年，家庭）

② ＠：（去年，家庭）→（今年，学校〉→（来年，学校〉

③ ＠：（去年，学校）→（今年，学校）→（来年，外界〕

④ ⑮：（去年，外界〕→〔今年，家庭〕→（来年，家庭）

その記入のしかたは，表2-2I乙例示しである。

表2-1 人口統計会計行列心

I l 外 界 l一一一一一 ｜総流出人口 lI I ~I 該国 1 I 
l今年｜来年｜ i 

｜ 外界 1 l b' j Ab' I II 

当 ｜去年 I A 1d I A 1S I I A 1P I 
該 1一一一一一一一ト一一一一一一｜一一一一一 一l一一一一一一一｜一一一一一一 一｜
国｜今年 1 a I i s I P I 

総流入人口 I : p' LAp' i I 

図2-1

外 界 「一



九一乙~If 」~庭｜学年校 1LI
界｜｜」（⑬） I I 

[: 
l :1コ［一一：；るγ一 1旦 J：逼益べ

口「勺52 ラE3命済

人口統計行列の記入例

経so 

表2 2 

、，，
::r 

該

国

① 

② 

表2 1から，次の式が成り立つO

p=b＋〔A1S)' i. 

p=d十Si.

①は，当勘定期間における当該国への流入人口ベクト jレpは，外界から流入し

てくる出生者および転入者ベクトノレbと去年かちの生存者ベクトノレ（A 1S)' i 

当該国からの流出入口ベクトから成立していることを示すものである。②は，

外界へ流出する死亡者および転出者ベクト jレdと来年への生存者べ、ク

②をそれぞれ基礎にし

Jレpは，

トノレSiから成立していることを示すものである。①，

て，前進モデJレと後退モデノレが作成される。

前進モデル

経済学における毘業連関モデノレにおいては，生煮物を産出する際に，種々の

産業の投入ノfターンの固定化がIJJJ.とされていたが，人口統計のこの前進モデノレ

(b〕

白色 i 

産出ノfターンが一定であると仮定される。推移確率行列または流出係数

行列を定義しよう。

C= (A 1S)' (A←1会〉←1.

では，

③ 

Aーもの各行の成分を， A-lpの対応する成分で割ったものである。係これは，

今年jの状態にいる人が，来年 iの状態へ移

今年18才の学生1,000

数行列Cの1行j列成分 Cijは，

動する比率を示すものである。具体的に例をあげよう。
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人が高校に在籍しているとする。来年には，そのうち， 500人が大学へ， 300人

が予備校へ， 100人が就職し， そして100人が死亡または転出すると仮定する

と，高校から大学，予備校，就職への推移確率はそれぞれ0.5,0.3, 0.1であ

る。行列Cの列には，死亡および転出者に関する推移確率は含まれていないの

で，列和はO以上1以下である。①の A-15にたいして，③を代入すると，

p=CA-ip+b ④ 

がえられる。今年の人口ベクトノレpは，去年の人口ベクトノレA-lpに推移確率

行列Cを左から掛けたものと今年の出生者および転入者ベクトノレbとの和に

等しい。

④の行列Cは時聞に関して一定であると仮定し， ④に演算子Aを順次適用

すると，

Ap=Cp+Ab, 

A2p=C2p+CAb十A2b,

A7p = I:: CoA,.-0b+Cp. ⑤ 

7年後の人口ベクトノレATpは，今年の人口ベクトノレpと来年から T年後までの

毎年の出生者および転入者ベクトノレAT-(/b(fJ=O. 1, 2，……， T-1）から表

現されているoCTPは，今年の人口ベクトノレpの T年後の状態を示すものであ

り， c0A,.-0bは， 7-f}年後の出生者および転入者ベクトノレAT-ObのO年後の

状態を示すものである。また，①の生存者行列 A-15は，年齢別に分類されて

いるので行列Cは，主対角線のすぐ下の対角線上に非ゼロ成分をもっ行列であ

る。ゆえに，もし Tが人間の寿命を越えると， CTは，ゼロ行列となり，

Cp=O. 

つぎに，人口が，定常均衡の状態にあると仮定する。つまり，

AOp=p(fJ=O, 1, 2，……）， 

AOb=b(fJ=O, 1, 2，……）， 

AOd=d(fJ=O, 1, 2，……〉

が成立しているとするの。 乙のように仮定すると，表2-1は，表2-3のよ
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うに書き換えることができる。

表2-3 定常均衡状態の人口統計行列

｜多 界 I門該国 I総蹴附流削A出i

当該国｜ d I s I 

総流以口 1 I p’ ｜ 

④は，次のように書き換えられる。

p=Cp+b 

= (I-C)-1b. 

乙れは，経済学における産業連関モデノレ，

x=(I-A)-lf 

⑥ 

⑦ 

と全く同ーの形をしている。⑦は最終需要ベクトノレfを逆行列（I-A)-1によ

って産出高ベクトノレxl乙変換するのに対して， ⑥は， 出生者および転入者ベ

クトノレbを逆行列（IーC）ー1によって，総人口ベクトノレpに変換することを示

すものである。①の生存者行列 A-1sの分類基準に年齢が採用されているの

で，逆行列（I-C)-1は，主対角線上に1をもっ下三角行列である。主対角線

の下にある成分は，すべてO以上1以下である。この（I-C）一1のi行 j列成

分kuは，状態 jへちょうど流入してきた人が， 将来において平均どのくらい

の期間状態iに滞在するかを示すものである。

具体的に例をあげてみる。⑥を3行3列の行列として表示すると，

P11 ( 1 

p I一IK2 I一 In.21 

p3) 1._k31 
。“

o

l

h

 

ハU

ハU
t

i

Pi: (i-1）才人口（iロ 1,2,3)

bi: (i-1）才出生者および転入者数（i=l,2,3)

ただし，ここでは，人閣の最高寿命は 2才と仮定する。乙の国の総人口は，。
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才， 1才， 2才の人口の総和であるから，

P1 +P2+p3=b1十（k21b1 + b2) + (k31 b1 + k32 b2 + b3) 

= (b1 + k21 b1 + k31 b1）十（b2+ k32 b2) + b3・③

③の（b1十k21b1十ks1b1）は， O才から乙の国に住んでいる人口を，（b2+k32 b2) 

は， 1才からこの国に住んでいる人口を， bsは2才になって初めてこの国に

移り住んだ人口をそれぞれ表わしている。（b1+ b2+ bs）は， 出生者および転

入者人口を表わすものであるが，そのうちの転入者人口は，無視してよいほど

小さいと考えると，（b1十k21b1 + ks1 b1) / (P1十P2+Ps）は，当該国に生まれた

時から住んでいる人口の比率を示すものである。この比率が高いほど，当該国

の転入者人口比は小さい。

産業連関分析においては，生産物1単位当り付加価値べ、クトノレvと，生産物

1単位当り価格ベクトノレ長を結びつける次の価格方程式が存在した。

長＝(I-A' )-1vs）.⑨  

同様な価格モデノレをこの人口統計モデルから作成することができる。毎年の教

育経費ベクトノレmと推移確率行列Cが一定であると仮定すると， 今年から将

来にわたって必要な総教育経費ベクトノレkは，

k=m+c'm+C'2m+・・・・ 

=m+c'k 

=(I-C')-1m ⑬ 

のように表わされる。⑬の 1行自の式において， c'8m (B=l,2，……）は，今

年から 0年目の教育経費ベクトノレを示すものである。 総教育経費ベクトノレk

は，今年から将来にかけて必要とされる毎年の教育経費ベクトノレを，すべてた

しあわせたものとして表現されている。⑬の3行自の式の逆行列（I-C＇）一1は

(I-C）一1を転置したものであるから， 対角成分を1にもつ上三角行列とな

る。これを， 3行3列の行列で具体的に表示すると，

k11 ( 1 k21 ks1 1 ( m11 

k2 I = I o 1 ks2 I I m2 I 

ks J l O O 1 ) l m3 ) . 

ki : (i-1)才の人が，現在から将来にかけて必要な総教育経費（i=l,2,3)



- 84- 経済論究 52 号

IDi: (i-1）才の人にとって必要な 1年間の教育経費（i=l,2,3)

さきの例と同じように，ここでも人間の最高寿命は2才とする。

k1=m1十k21m2 + ks1 ms 

は，現在O才の人の将来にわたる総教育経費は， 1年目の教育経費 mi,. 2年

目の教育期待経費k21m2, 3年目の教育期待経費k31ffi3から成ることを示すも

のである。

人口は， 定常均衡の状態にあり， 教育経費ベクトノレmが時間に関して一定

であると仮定すると，⑥と⑬から，

m’p=k' (I-C) (I-C)-lb 

口 k’b

これは，当該国全体の人口を， 1年間教育するのに必要な教育経費m'pは，

出生者および転入者全体の生涯の総教育経費k'bに等しいことを示すもので

ある。

〔c〕 後退モデノレ

前進モデノレでは，流出係数を求めて議論をすすめたが，後退モデノレでは，逆

に，流入係数または参入係数の導出が議論の出発点となる。流入係数行列Gを

定義する。

G=S(Ap)-1. ⑪ 

Gのi行j列成分giiは，来年，状態jにいる人のうちで，今年，何割が状態

i にいるかを示すものである。⑬を②へ代入すると，

p=G;Ap+d ⑫ 

となる。今年の人ロパクトノレpは，来年の人口ベクトノレに流入係数行列Gを左

から掛けたGApと，今年の死亡者および転出者ベクトルdとの和に等しい。

⑫の行列Gは， 時間に関して一定であると仮定して， ⑫l乙演算子A-1を順

次適用すると，

A-lp=Gp+A-ld, 

A-2p =Gzp+ GA-Id+ A-2d, 
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A-Tp = I:: GO AB-Td十GTp. ⑬ 

⑬は， T年前の人口ベクトノレA「 pは，今年の人口ベクトノレpと，過去7年間

の毎年の死亡者および転出者ベクトノレA0-Td(f3=0, 1, 2，…， T-1）から成り

立っていることを示すものである。 GTPは， 今年の人口ベクトノレpのγ年前

の状態を示すものであり， G(/AO-Tdは，（γ－{3）年前の死亡者ベクトノレAO-Td
のO年前の状態を示すものである。②の生存者行列Sは，年齢別に分類され

ているので，行列Gは主対角線のすぐ上の対角線上に非ゼロ成分をもってい

る。

つぎに，前進モデノレと同様に人口が定常均衡の状態にある場合を考える。こ

のように仮定すると，⑫は次のように書き換えられる。

p=Gp+d 

= (I-G)-1d. ⑬ 

⑭は，死亡者および転出者ベクトノレdを行列乗数（I-G)-1によって総人口ベ

クトノレpに変換するものである。②のSの分類基準に年齢が採用されている

ので，行列（I-G)-1は主対角線上に1をもっ上三角行列である。非対角線上

にある成分はO以上1以下である。（I-G)-1のi行j列成分Iiiは，状態jを

ちょうど終了した人が，過去において，どのくらいの期間，状態 iに滞在した

かを示すものである。⑭を3行3列の行列で具体的に示すと，

P1 1 r 1 Ii2 h3 1 ( d1 1 

P2 I = I O 1 b I I d2 I 

p3) ¥ 0 0 1 ) 〔d3). 

Pi: (i-1）才人口（i=l,2,3)

di: (i-1）才死亡者および転出者人口（i=l,2,3)

乙乙でも，人間の最高寿命は， 2才と仮定する。この国の総人口は，

P1十P2+p3=(d1十h2d2十113d3）十（d2十123d3) +d3 

=d1 + 012 d2十d2)+ (113 d3+ lzs d3十ds). ⑮ 

⑮の di, Ch2 d2+ d2）および（113d3+lzs ds+ds）は，それぞれ， 0才， l才，

2才の時に当該国を去る人口を示すものである。

毎年の教育経費ベクトノレmと， 流入係数行列Gが時聞に関して，一定であ
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ると仮定すると，現在の状態を終了するまでに要した総教育経費ベクトノレ I

は，次の形で表わされる。

l=m+G'm+G'2m＋…… 

=m+G'l 

= (I-G＇）一im. ⑬

⑬の 1行目の式の G'8m (B=O, 1, 2，……〉は，。年前の教育経費ベクトノレを

示すものである。よって， Iは，現在の教育経費ベクトノレm, 1年前の教育経

費ベクトノレG'm, 2年前の教育経費ベクトノレG'2m, ……をすべてたしあわ

せたものとして表現される。⑬の3行自の式の（I-G’）－1は，（I-G)-1を転

置したものであるから，対角成分を1にもつ下三角行列となる。⑬を3行3列

の行列で具体的に示す。

2

3
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⑫ 

L: (i-1）才の人が，今年の状態を終了するまでに費やす総教育経費（i 

=l,2,3) 

illi: (i-1）才の人にとって必要な 1年間の教育経費（i=l,2,3)

人間の最高寿命を2才とし，⑫の 3行目を例にとると，

ls=l13 m1十hsm2十ill3・

これは， 2才の状態を終了するまでに， 教育経費がO才の時には， 113mi, 1 

才の時には， bm2, 2才の時には， ill3要することを示すものである。

人口が定常均衡の状態にあり， かつ教育経費ベクトノレmが時聞に関して一

定であると仮定すると，⑭と⑬より，

m' p=l' (I-G) (I-G)-ld 

=I’d 

これは， 当該国の人口を1年間教育するのに必要な教育経費m'pは， 1年間

の死亡者および転出者が現在の状態を終了するまでに費やされる総教育経費

l' d に等しいことを示すものである。

(d) ストーンの基本行列

、J
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最後に，人口統計モデノレの応用例として，ストーン〔9）の基本行列を紹介

する。今までは，年齢別に分類された人口統計行列を説明してきたが，ここで

は，年齢別に分類されていない人口統計行列を考察する。人口統計行列表示の

形式は，表2-1と同一である。推移確率行列Cは，③で定義される。行列C

は，時間に関して一定であり，また，人口は，定常均衡の状態にあると仮定す

る。⑥を再述すると，

p= cr-C)-fb. 

ここでは，分類基準に年齢が採用されていないので，逆行列 (I-C)-1は，三

角行列になるとは限らない。（I-C）一1のi行 j列成分をkiiで表示しよう。ス

トーンは， kuを対角成分 Ci= j）と非対角成分 Ciキj）にわけで説明して

いる。対角成分kjjは，ちょうど，状態 jに参入してきた人が， これから将来

の期聞にわたって，平均どのくらい，状態 jに滞在するかを示すものである。

jを学習活動と仮定しよう。この学習状態に，ちょうど流入してきた者は，保

育園，幼稚園，小学校へのそれぞれの入学者で、あるが， kjjはこれらの入学者

の学習状態に関する将来の平均滞在時間を示すものである。

非対角成分kiiCiキj）は， ちょうど，状態 jに参入してきた人の状態 j

に関する平均滞在時間と，状態 jから，状態 iへ到達する確率の積と解釈され

ている。 gを（I-C)-1の対角成分を並べた列ベクトノレとすると，

日＝金一i(I-C）一1

のi行 j列成分hijは，現在，状態 jにいる人が，将来，状態 iに行く確率を

示すものである。

kij は，状態 jlζ， ちょうど参入してきた人の将来における状態iへの期待

滞在期間を示すものである。よって，（I-C)-1の成分を， 列 ilこ関して，た

しあわせると，これは，状態 jにちょうど流入してきた人の平均余命を表わす

ものである。 j列の各成分は，その余命が，各活動にどのように配分されるか

を示すものである。

〔注〕 1）表2-1では，今年の勘定だ、けがバランスしており，去年および来年の勘

定はバランスしていない。

2）人口が定常均衡状態にあるとは， 人口ベクトJv, 死亡者および転出者ベ
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クトノレならびに出生者および転入者ベクトノレがそれぞれ時聞に関して一定で

ある乙とを意味するものである。生存者行列は時聞に関して一定であるとは

限らない。

3）⑨の付加価値ベクトノレvは，産業連関表から得られるが，⑬の教育経費ベ

クトノレmは，人口統計行列から得られず，外部から与えられるものである。

第 3節人口統計行列の応用例

一一一学習推移一一

乙の節では，ストーン（8）の例にならって，日本における O～18才までの

男子の学習活動に関する簡単な人口統計行列（昭和51～52年〉の作成を試み

る。すなわち，これは，第1節で述べられた活動推移の1つである学習推移に

焦点をあてて，人口の教育部門における動きを記述しようとするものである。

初めに分類部門を提示する。

①家庭，②保育園，③幼稚閤，④小学校，⑤中学校，⑥全日制高等学校（以

下，高校と略記），⑦高等専門学校（以下，高専と略記〉， ③全日制短期大学

〈以下，短大と略記），⑥全日制大学（以下，大学と略記入⑬盲・聾・養護学

校〈以下，盲・聾・養と略記），⑪就職。

①家庭は，②～⑪以外のその他の部門を表示するものである。具体的には，

義務教育開始年齢未満の家庭滞在者，不就学学齢児童・生徒および義務教育終

了後の専修学校ならびに各種学校在籍者，家庭滞在者などが①家庭に含まれ

る。⑪就職は，『学校基本調査報告書』〔5）の定義によれば， 「給料，賃金，

利潤，報酬その他の経常的収入を得る仕事に就くことをいう。自家自営業に就

いた者は含めるが，家事の手伝いや，臨時的な仕事に就いた者は，就職した者

とはしない。Jであるが，それを採用する。

教育統計は，通常， 1年ごとに刊行されているので，勘定期間は 1年とす

る。また，教育統計は，普通， 4月1日時点で統計がとられているので，勘定

期間の基準時点は， 4月1日と定める。すなわち，昭和51年4月1日から， 52

年3月31日までの 1年聞を， 1勘定期間とおく。しかしながら，国勢調査は，

5年ごとに， 10月1日現在で調査がおこなわれているので，国勢調査に基づい

て人口統計行列を作成するならば，勘定期間は， 5年で，基準時点は， 10月1

、川
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日と定めるのが，乙のましいであろう。また死亡統計では，毎年1月1日を基

準にして，死亡者数が求められているので，この場合には，基準時点を1月1

日にするのがよいであろう。

第1節で述べたように，個人は，必ずある部門に籍をおき，かつ同時に2つ

以上の部門に籍をおくことはできないと仮定されている。 （乙れは，産業連関

論における 1産業－1商品の原則に対応するものである。） 51年4月1日から，

52年3月31日までを1勘定期間と定めたが， 51年4月1日時点での満年齢を，

この勘定期聞における個人の年齢と定義する。 1勘定期聞において，個人に

は，必ず， 1年齢が対応する。昭和40年10月1日生まれの人は当勘定期間中の

10月1日に10才になるが， 51年4月1日時点、での満年齢は， 9才であるので，

当勘定期間でのこの人の年齢は 9才となる。本節の年齢の定義は，第1節の定

義と異なるものである1）。

表3-1～表3-19に教育に関する人口統計行列が示されている。表3-1

～表3-19の数字を導出するために用いた資料は，『人口動態統計」（2〕，『社

会福祉施設調査報告』〔3〕，〔5〕，『国勢調査報告』〔6〕，『全国年齢別人口の

推計Jenである。
幼稚園の年齢別児童数は，〔5）に記録されている。年齢別児童数のほかに，

入園年齢別児童数が掲載されている。小・中・高等学校および高等専門学校の

各教育機関の学生数に関しては，年齢別ではなくて，学年別学生数が（5）に

記録されている。したがって，これらの年齢別学生数は不明である。学年を年

齢に換算して，それを年齢別学生数とみなすことにする。すなわち，小学校1

年生は， 6才に，中学校1年生は， 12才にそして高校1年生は， 15才に換算さ

れる。保育園の年齢別児童数は， 10月1日基準で〔3）に記録されているの

で，これを4月1日基準に修正する必要が生じるが，内挿法を用いてこれを施

した。養護学校，聾学校および盲学校の年齢別学生数は，〔5）に記録されて

し1る。

表3-1の数字は， 52年男子出生者数を示すものである。これは，（2）の

52年4月から， 53年3月までの月別男子出生者数をたしあわせて計算した。表

3-2における， 9,900人は， 51年O才児死亡者数を表示しているが，乙れは，
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〔2）から得られた。表3-1以外の外界の行の数字は，転入者数を示し，外

界の列の数字は，死亡者および転出者数を示すものである。しかしながら，年

齢別転出者および転入者数の導出は困難であるので，外界の行には，転入者か

ら転出者を差しひいた数である純転入者数を記録するoたとえば52年男子5才

純転入者数は，次のようにして計算される。

52年5才男子純転入者数＝53年5才男子人口＋52年5才男子死亡者数－52年

5才男子人口。

年齢別男子人口は，〔7)から得られるが， この数字は， 10月1日を基準にし

て記録がとられているので，内挿法を用いて， 4月1日基準に修正した。表3

-16～表3-19では非教育活動部門である就職部門がくわえられる。義務教育

終了後，教育機関から就職，または家庭に流出した個人の，その後の学習活動

経過を追跡することはむつ、かしい。ゆえに表3-17～表3-19の対角線上の家

庭および就職部門の数字は，中学卒業時の数字をそのまま記入した。つまり，

表3-17において，対角成分の家庭および就職部門の数字である，それぞれ，

36,300人と30,300人は，〔5）の50年3月における中学卒業生の進路状況から

得られたものである。

表3-1～表3-19において，行は流出を，列は流入を表示するものであ

る。例として，表3-5を説明する。家庭の行をみよう。 51年には，合計808,

200人の3才児が家庭に滞在していたが， 700人が年内に死亡した。 52年には，

その807,500人のうち， 285,700人が引き続き家庭に滞在し， 76,100人が保育園

へ， 445,400人が幼稚園へそして300人が盲・聾・養護学校へ，それぞれ入学じ

た。幼稚園の列をみよう。総流入者は517,500人で，そのうち， 445,400人が家

庭から， 2,000人が保育園から流入してきた。昨年からの幼稚園滞在者は， 68,

000人で，純転入者は2,100人である。最終行では， 52年フロー計から純転入者

数を差しひいて52年4月1日現在の人口ストックが求められている。 52年4月

1日時点の4才男子幼児数は， 517,500人から 2,100人を引くと， 515,400人で

ある。

、＂＂
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表3-1 （単位： 1,0C'.J人）
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表3-10 〔単位： 1,000人〕
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表3-11 （単位： 1,000人）

｜外一家ごI~；ザ言

;:, ~-- :, ~；~~ Fii 

一
庭
校
一
萎

界
一
一
学
一
野

一
家
一
小
一
肖

一

坪

齢

一

5

年

一山＋1::1+1

表3-12

外



人口統計会計とその応用 - 95ー

I [n ：~~：：＋ ,j~lij，壬：51~J 
界 I I I 3.1 [ i I 

表3-14 〔 ~i位： 1,000人〕
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［注〕 1）年齢の定義を変更した理由を，具体例をあげて説明しよう。 51年4月1日

時点における小学校1年生の生徒数は950,412人である。第1節の定義によ

れば， 950,412人は， 50勘定期間〔昭平日50年4fa! 1日～51年3月31目） の小

学校1年生の牛徒数となる。 しかし，実際は， 950,412人は51勘定期間（昭

和51年4月1日～52年3刃31門〉の小学校1年ヰの人数であり， 50勘定期間

のそれではない。第1節］の定義を採用するためには， 51年HJ1日時点の数
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字を52年4舟1日時点のものとみなして用いるか， その他の修正を施さねば

ならないであろう。ゆえに， 乙の4月1日基準の勘定期間に関しては，勘定

期首の時点における満年齢を年齢の定義として採用した。 52勘定期聞に死亡

した人は，すべて， 52年4月1日に死亡したものとみなされ， 52年4月1日

の満年齢が，死亡年齢として記録される。昭和40年10月1日生まれの人が，

52年11月1日に死亡したとすると，通常の死亡統計では， 12歳の死亡欄に記

録されるが，とこでは， 11歳死亡と記録される。

おわりに

第3節において，既存の人口統計および教育統計から， 0～18才の男子に関

する学習推移の人口統計行列の作成を試みた。しかしながら，この人口統計行

列と既存の統計の聞には，定義等の相違があり，その作成は簡単なものではな

かった。以下，乙こでは，その問題点をまとめて指摘する。

(1）既に，述べたが，各統計の集計時点は，同一日時とは限らない。したがっ

て，集計時点を統一するために修正が施されねばならなかった。

(2）国勢調査年に関しては，年齢別人口が求められているが，その他の年に関

しては，この調査はおこなわれていない。よって，総理府統計局による推計人

口〔7〕に頼らざるをえなかった。

(3）転入者および転出者に関する年齢別人口統計は存在しないので，純転入者

（転入者一転出者〉を残差として計算し，外界の行に記入した。

(4）〔5〕においては，学生人口は，年齢別ではなくて，学年別に分類されて

いるので，学年を年齢に換算し，それをそのまま年齢別人口とした。留年およ

び休学に関しては，考慮をはらわなかった。

(5）義務教育終了直後，非学習活動部門，すなわち家庭または就職部門に流出

した者に関しては， その後の学習活動は不明である。 ここでは，彼らはすべ

て，その後，家庭または就職部門に滞在するものとして処理した。

(6｝盲・聾・養護学校の学生に関しては， 3～5才までは，年齢別学生数が掲

載されているが， 6才以降は， 3才間隔でしか学生数が記録されていない。ゆ

えに，平均をとり，それを年齢別学生数とみなした。

(7）義務教育開始前の保育園から幼稚園へのフローの数字を把握するのが困難
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であった。

このような簡単な人口統計行列を作成する際にも，データの収集に関して上

のような種々の問題が生じてくる。それゆえ既存の人口統計から，新SNA  に

匹敵するような人口統計体系を構築することは容易なことではない。第20回国

連統計委員会では，データに関して討論がなされたが，それは，上の問題を鑑

みても当然のことと言えよう。今後SSD S作成の過程において，データ問題

がますます重要になってくるであろう。
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